
　
「
文
化
財
」、
こ
の
言
葉
に
み
な
さ
ん
は

ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
？
大
切
な
も
の
？
や
っ
ぱ
り
堅
苦
し

く
て
縁
遠
い
も
の
？
文
化
財
に
は
、
大
き

く
二
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

①
文
化
財
保
護
法
第
２
条
及
び
地
方
公
共

　

団
体
の
文
化
財
保
護
条
例
に
お
い
て
規

　

定
さ
れ
て
い
る
も
の

②
人
間
の
文
化
的
活
動
に
よ
っ
て
生
み
出

　

さ
れ
た
、
有
形
無
形
の
文
化
的
価
値
を

　

有
す
る
も
の
で
、
法
律
や
条
例
に
は
規

　

定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
守
り
継
が

　

れ
て
き
た
貴
重
な
も
の

　

い
ず
れ
に
し
て
も
国
や
地
域
の
歴
史
や

文
化
、
自
然
を
知
る
上
で
必
要
不
可
欠
な

も
の
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
有
形
文
化
財
…
建
造
物
や
仏
像
、
美
術

工
芸
品
や
考
古
歴
史
資
料
な
ど

◆
無
形
文
化
財
…
演
劇
や
音
楽
、
工
芸
技

術
な
ど

◆
民
俗
文
化
財
…
道
具
類
、
信
仰
や
年
中

行
事
、
民
俗
芸
能
な
ど

◆
記
念
物
…
遺
跡
や
名
勝
地
、
動
植
物
な

ど◆
文
化
的
景
観
…
生
活
や
生
業
な
ど
地
域

の
風
土
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
景
観
地

◆
伝
統
的
建
造
物
群
…
城
下
町
や
農
漁
村

な
ど

◆
文
化
財
の
保
存
技
術
…
文
化
財
の
保
存

に
必
要
な
用
具
の
製
作
や
修
理
修
復
の
技

術
な
ど

◆
埋
蔵
文
化
財
…
土
地
に
埋
蔵
さ
れ
て
い

る
遺
跡
や
遺
物
な
ど

　

文
化
財
保
護
法
で
は
、「
我
が
国
に
と
っ

て
歴
史
上
ま
た
は
芸
術
上
価
値
の
高
い
も

の
」「
我
が
国
民
の
生
活
の
推
移
の
た
め
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
」
な
ど
と
定
義

さ
れ
て
い
ま
す
。
法
律
や
条
例
の
適
用
を

受
け
る
こ
と
で
、
制
約
も
多
く
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
目
的
は
文
化
財
を
大
切
に
守
り

後
世
に
伝
え
て
い
こ
う
と
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。

　

市
内
に
は
国
指
定
が
３
件
、
県
指
定
が

22
件
、
市
指
定
が
１
３
８
件
、
登
録
が
13
件
、

陵
墓
参
考
地
が
１
件
の
、
指
定
や
登
録
を

受
け
た
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
文
化
財
の
分
類
に
つ
い
て
見
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

下
の
図
は
文
化
財
の
体
系
図
で
す
。
文

化
財
は
大
き
く
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
ま

す
。

　

そ
れ
で
は
次
に
、
私
た
ち
の
ま
ち
の
歴

史
と
文
化
の
概
要
を
文
化
財
を
通
し
て
見

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
の
本
市
は
、
明
治
時
代
以
降
、
市

町
村
合
併
を
重
ね
て
今
の
ま
ち
に
な
り
ま

し
た
が
、
古
く
は
宇
摩
郡
と
い
う
地
名
で

一
つ
で
し
た
。
宇
摩
と
し
て
、
多
く
の
歴

史
と
文
化
を
共
有
し
て
き
た
の
で
す
。
ま

た
、
海
・
山
・
平
野
部
と
さ
ま
ざ
ま
な
要

素
を
持
っ
た
地
域
と
し
て
、
多
様
な
文
化

財
が
残
っ
て
い
ま
す
。

文化財の保存技術
選定保存技術（選定）

埋蔵文化財
土地に埋蔵されている文化財

有形文化財
国宝（指定）
重要文化財（指定）
登録有形文化財（登録）

文化的景観
重要無形文化財（指定）

伝統的建造物群
伝統的建造物群保存地区
（決定）
重要伝統的建造物群保存地区
（選定）

記念物
史跡・特別史跡（指定）
名勝・特別名勝（指定）
天然記念物・特別天然記念物
（指定）
登録記念物（登録）

民俗文化財
重要有形民俗文化財（指定）
重要無形民俗文化財（指定）
登録有形民俗文化財（登録）
記録作成等の措置を講ずべき
無形の民俗文化財（選択）

無形文化財
重要無形文化財（指定）
記録作成等の措置を講ずべき
無形文化財（選択）

「
文
化
財
」っ
て
な
に
？

文
化
財
の
分
類

私
た
ち
の
宇
摩
・
歴
史
と
文
化

～
身
近
な
歴
史
・
文
化
・
自
然
に
触
れ
よ
う
～

四
国
中
央
市
の
文
化
財～

「
宇
摩
」
の
地
名
～

　

宇
摩
郡
と
呼
ば
れ
る
き
っ
か
け
は
三
世

紀
以
降
の
古
墳
文
化
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
中
で
も
７
世
紀
に
築
造
さ
れ
た

宇
摩
向
山
古
墳
は
、
市
内
初
の
国
指
定
史

跡
で
す
。
全
国
で
も
屈
指
の
大
き
さ
を
誇

る
墳
丘
を
持
ち
、
こ
の
地
に
絶
大
な
権
力

者
が
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

宇
摩
と
い
う
地
名
は
７
世
紀
後
半
か
ら

８
世
紀
初
頭
よ
り
使
用
さ
れ
始
め
た
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
約
１
３
０
０
年
に
わ
た

り
地
域
の
名
称
と
し
て
愛
さ
れ
て
き
た
全

国
で
も
有
数
の
も
の
な
の
で
す
。

～
一
つ
の
地
域
と
し
て
～

　

奈
良
・
平
安
時
代
に
な
る
と
、
官
道
や

駅
が
整
備
さ
れ
、
人
や
文
化
の
往
来
も
起

き
始
め
ま
す
。
中
世
に
は
仏
殿
城
（
川
之

江
城
）
が
築
か
れ
、
要
衝
の
地
と
し
て
戦

も
度
々
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
安
定
し
た
社
会

が
始
ま
り
、
庶
民
の
生
活
も
向
上
し
、
多

様
な
学
び
や
文
化
が
花
開
き
ま
し
た
。
一

時
期
、
川
之
江
藩
も
置
か
れ
た
事
が
あ
り

ま
す
が
、幕
府
領（
松
山
藩
預
所
）･

今
治
藩
・

西
條
藩
の
領
地
が
入
り
乱
れ
、
宝
永
３
年

（
１
７
０
６
年
）
以
降
、
51
か
村
を
数
え
ま

し
た
。
そ
し
て
、
郡
内
に
は
、
川
之
江
村

と
三
島
村
に
幕
府
領
（
松
山
藩
）
と
今
治

藩
の
役
所
が
そ
れ
ぞ
れ
置
か
れ
、
複
雑
な

支
配
体
制
が
執
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

文
化
財
の
魅
力

～
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
財
産
～

　

は
る
か
昔
か
ら
繰
り
返
さ
れ
て
き
た

人
々
の
く
ら
し
。
そ
の
歴
史
は
、
文
字
や

絵
で
記
録
さ
れ
た
り
、
道
具
と
し
て
残
さ

れ
て
、
受
け
つ
が
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

て
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
が
、
文
化
財
で

す
。
文
化
財
は
、
人
々
が
ど
の
よ
う
に
生

き
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
き
た
の

か
、
そ
の
歴
史
を
伝
え
て
く
れ
る
大
切
な

証
拠
と
な
る
も
の
な
の
で
す
。

～
謎
を
解
く
楽
し
さ
～

　

人
の
手
に
よ
る
文
化
財
に
は
、
そ
の
時
々

の
社
会
の
状
況
な
ど
の
影
響
を
受
け
た
も

の
、
関
わ
っ
た
人
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た

も
の
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
市
内
の
古

墳
を
調
査
す
る
こ
と
で
、
古
墳
が
造
ら
れ

た
時
期
や
ど
の
よ
う
な
人
の
お
墓
か
、
そ

の
時
代
の
生
活
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
の
か
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
ん
な
文
化
財
の
発
見
が
積
み
重
な
っ
て
、

地
域
の
歴
史
の
謎
が
解
き
明
か
さ
れ
る
の

で
す
。
文
化
財
を
知
る
と
今
ま
で
分
か
ら

な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
何
だ
か

楽
し
く
な
っ
て
き
ま
せ
ん
か
？

～
身
近
な
文
化
財
～

　

文
化
財
は
み
な
さ
ん
が
思
う
よ
り
ず
っ

国指定記念物（史跡）
「宇摩向山古墳」
金生町下分乙１８－２

県指定有形文化財（工芸品）
「神鏡」
新宮町　熊野神社蔵
鎌倉時代のもので、「伊与国
宇麻郡」と記されている

市指定有形文化財（絵画）
「涅槃図」
三島宮川　興願寺蔵
元禄２年（１６８９年）中曽
根村の今村義廣が描き寄進

国指定有形文化財（建造物）
「真鍋家住宅」
金生町山田井２０３０－２
１７世紀中頃のものとされ、
地方の民家の祖形として重要

文化財

と
身
近
な
も
の
で
す
。
市
内
に
ど
ん
な
文

化
財
が
あ
る
か
調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

宇摩平野をのぞむ



　

文
化
財
の
保
護
と
継
承
は
、
所
有
者
・

管
理
者
の
方
を
始
め
市
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
テ
レ

ビ
や
教
科
書
の
中
に
は
な
い
、
生
き
た
歴

史
と
文
化
が
み
な
さ
ん
の
近
く
に
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。「
文
化
財
」
を
通
し
て
、
そ

の
一
端
に
ぜ
ひ
触
れ
て
み
て
下
さ
い
。

　

文
化
図
書
課　

28
・
６
０
４
３

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

（
文
化
財
の
詳
細
を

み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

　

多
様
な
文
化
財
の
中
か
ら
ほ
ん
の
一
例

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

文
化
財
を
守
り
伝
え
る
た
め
に

地
域
に
残
る
文
化
財
た
ち

わ
れ
、
次
第
に
今
の
行
政
単
位
が
確
立
さ

れ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
製
紙
産
業
の
発

展
や
世
紀
を
ま
た
い
だ
銅
山
川
疎
水
の
完

成
は
、
今
の
四
国
中
央
市
の
基
礎
と
な
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
宇
摩
郡
と
い
う
一
つ
の
地
域

と
し
て
、
江
戸
時
代
版
エ
ッ
ク
ス
ハ
イ
ウ
ェ

イ
の
ご
と
く
、
土
佐
・
阿
波
・
金
毘
羅
の

各
街
道
が
四
国
中
か
ら
集
ま
り
、
に
ぎ
わ

い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
今
も
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
る
地
域
の
特
徴
の
多
く
が
形
成
さ
れ

た
の
も
こ
の
時
代
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

指
定
や
登
録
を
受
け
て
い
な
い
貴
重
な

文
化
財
も
数
多
く
地
域
に
は
存
在
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
を
丁
寧
に
紐
解
い
て
い
く

こ
と
で
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
が
明
ら
か

に
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
各
種
の
文
化
財

保
護
行
政
や
文
化
遺
産
の
継
承
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
か
わ
の
え
高
原
ふ
る
さ
と

館
や
暁
雨
館
で
も
、
資
料
の
収
集
・
調
査
・

保
存
・
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
足

を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

市指定有形文化財（古文書）
「永隆院関連文書」
土居町北野大福寺蔵
暁雨館にて展示中
津根村出身の紀州藩側室永隆院
に関係する資料

　

昭
和
29
年
（
１
９
５
４
年
）、
川
之
江

市
・
伊
予
三
島
市
・
土
居
町
・
新
宮
村
が

成
立
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
16
年
４

月
１
日
に
四
国
中
央
市
と
し
て
再
び
１
つ

と
な
っ
た
の
で
す
（
別
子
山
村
は
先
に
新

居
浜
市
と
合
併
）。
今
後
、
四
国
中
央
市
は

ど
ん
な
歴
史
と
文
化
を
後
世
に
残
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
…
。

市指定有形文化財（古文書）
「川之江村役用記」
ふるさと館にて展示中
川之江村大庄屋の公用記録で
１２２年にわたって６７冊が現存

市指定有形文化財（古文書）
「今治藩領絵図」
市内個人蔵

　

明
治
時
代
に
入
る
と
、
明
治
６
年

（
１
８
７
８
年
）
愛
媛
県
の
誕
生
に
続
き
、

５
年
後
に
は
宇
摩
郡
役
所
が
置
か
れ
ま
し

た
。
以
後
、
町
村
制
の
施
行
や
合
併
が
行

文化財防火訓練の様子
入野をテーマにした小林一茶直筆の
俳諧作品。
暁雨館にて展示中

開館時間　9:00 ～ 16:00
入館料　無料
休館日　金曜日 (祝日の場合は最も
　　　　近い休日でない日 )、年末年始
　　28-6289

暁
雨
館

　

こ
の
地
に
あ
っ
た
庄
屋
の
館
に
ち
な
ん

で
命
名
し
ま
し
た
。
安
藤
正
楽
や
近
藤
篤

山
な
ど
先
人
の
業
績
を
紹
介
。
赤
石
山
系

の
岩
石
・
鉱
物
も
展
示
。
和
室
と
展
示
室

は
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
庭
園
も
楽
し
め

ま
す
。

考
古
資
料
館

　

宇
摩
地
域
に
あ
る
遺
跡
の
調
査
・
研
究

し
、
最
新
の
成
果
を
発
信
す
る
施
設

発掘調査の様子

か
わ
の
え
高
原
ふ
る
さ
と
館

　

見
晴
ら
し
の
良
い
高
台
に
あ
る
、
採
光

豊
か
な
開
放
感
あ
ふ
れ
る
施
設
。
歴
史
・

文
化
に
関
す
る
資
料
の
展
示
や
生
涯
学
習

の
成
果
発
表
を
行
っ
て
い
る
郷
土
資
料
館

で
す
。

開館時間　9:00 ～ 16:00
入館料　無料
休館日　月曜日・祝祭日の
　　　　翌日、年末年始
　　28-6260

開館時間　9:00 ～ 17:00
入館料　無料
休館日　月曜日・祝祭日の
　　　　翌日、年末年始
　　28-6325

市指定有形文化財（彫刻）
「木喰仏木造子安観世音菩薩像」
中之庄町　光明寺蔵

国指定天然記念物（記念物）
「下柏の大柏」
下柏町１４４０
大正１３年指定。地域のシンボルに

県指定民俗文化財（無形）
「畑野の薦田踊り」
畑野地区の薦田神社で毎年
８月１６日に奉納される

市指定有形文化財（工芸品）
「細形銅剣２口」
考古資料館にて展示中
土居町入野西番掛遺跡から
出土した、最古期の青銅器

国登録有形文化財（建造物）
「和田医院診療棟」
川之江町１７４６
明治末期の洋風医院建築


